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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社グループのコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方は、業績の向上と経営基盤の安定、迅速な事業活動の展開等を行うことはもち
ろん、経営の意思決定と執行における透明性・公正性の確保、コンプライアンスの徹底に向けた監視・監督機能の強化を進め、これらを通じて、株
主、お客さまを始め、取引先、地域社会、従業員等個々の利害関係者と、長期安定的に良好な関係を築くために不可欠なものとして、より一層の
充実に努めるものとしております。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【補充原則１－２④　議決権行使プラットフォームの利用、招集通知の英訳】

現在、機関投資家や海外投資家の比率が低い状況にあり、実施コスト等を勘案して、現時点においては議決権行使プラットフォームの利用や招
集通知の英訳は行っておりません。現状、株主構成は従来と大きく変化しておりません。引き続き、株主構成の推移等を踏まえ、対応を検討して
まいります。

【補充原則２－４①　中核人材の登用等における多様性の確保】

当社は、性別や国籍、中途採用者などの区別なく、公正な観点から評価を行い、人財育成および管理職への登用等を実施しております。管理職
に占める中途採用者の割合は、前期末現在で約７割となっており、社内における多様性は確保されていると考えております。なお、正規雇用女性
従業員の絶対数の少なさにより、女性管理職比率を急激に上昇させることは困難と言わざるを得ない状況となっておりますが、今後とも、従業員
の様々な適性を見極め、適材適所な人員配置を行うことで、個性と能力を活かした男女関係なく活躍できる職場づくりを推進してまいります。

【補充原則３－１②　英語での情報開示・提供】

当社は、英語による情報開示・提供として、当社ウェブサイトにて貸借対照表、損益計算書および会社情報を公表しております。今後の海外投資
家比率の推移を見極めつつ、必要に応じて英語による更なる情報開示・提供を検討してまいります。　

【補充原則３－１③　自社のサステナビリティについての取組みに関する開示】

【補充原則４－２②　自社のサステナビリティを巡る取組みについての基本的な方針の策定、経営戦略の配分や事業ポートフォリオ戦略の実行の
監督】

当社のサステナビリティへの取組みについては、当報告書「Ⅲ-３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況」に記載のとおりです。この
取り組みを、金融機関が審査・評価することを通じて促進し、持続可能な社会の実現に貢献することを狙いとして、ポジティブ・インパクト・ファイナ
ンスに関する契約を締結しております。

取締役会は、当社のサステナビリティへの取組みが持続可能な社会の実現に貢献するとともに、当社の持続的な成長に資するよう実効的な監督
を行っております。

また、中長期的な企業価値の向上に向けた人財確保の観点から積極的な中途採用や幹部クラスへの組織力強化研修実施など人的資本への投
資を行っております。知的財産への投資についても、国内外で商標を多数所有しております。

【補充原則４－１③　最高経営責任者等の後継者計画の策定・運用】

当社は、最高経営責任者（代表取締役）等の後継者計画について、現在、計画を策定しておりませんが、今後、指名・報酬委員会の客観的立場か
らの助言等も得ながら、後継者計画の策定・運用について取締役会にて検討してまいります。

【補充原則５－２①　事業ポートフォリオの基本方針や見直しの状況について】

当社は中期経営計画を公表いたしましたが、経営資源の配分や事業ポートフォリオの具体的な数値目標の開示に関しては検討してまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則１－４　政策保有株式】

当社は、中長期的な企業価値を向上させるために、様々な企業との協力関係が不可欠であると考えております。

事業戦略上の重要性、取引先との関係性などを勘案したうえで、現在一部の取引先の株式を保有しております。毎月開催される取締役会では、
銘柄ごとの簿価と時価、評価損益が報告され、保有の意義・合理性について、当社と当該企業間での取引状況および将来の見通し等を含め検討
しております。継続的な保有についてその意義が乏しいと判断した場合は、売却または縮減を検討することとしております。提出日現在、当社が保
有する政策保有株式は１銘柄であります。

議決権の行使につきましては、議案の内容を精査し、当社の企業価値向上への貢献、投資先企業の状況等を総合的に勘案したうえで、適切に行
使しております。

【原則１－７　関連当事者間の取引】

当社は、取締役と会社間の取引および競業取引については取締役会の決議事項とし、競業取引または会社との自己取引・利益相反取引を行っ
たときの、その取引についての重要な事実については取締役会への報告を定めております。



【原則２－６　企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮】

当社は、外食産業ジェフ企業年金基金において企業年金の積立金の運用を行っております。基金の組織運営および年金資産運用状況について
定期的に情報を収集し、従業員の安定的な資産形成等に向けて適切に対処しております。また、積立金の運用については年金基金の自主性を

尊重し、企業年金の受益者と会社との間で利益相反が生じないようにしております。

【原則３－１　情報開示の充実】

(1)会社の目指すところ（経営理念等）や経営戦略、経営計画

　　当社の経営理念、および経営戦略・経営計画について記載した中期経営計画につきましては、当社ウェブサイトに掲載しております。

　　「中期経営計画」

　　https://www.hachiban.co.jp/ir/management-plan.html

(2)本コードの諸原則を踏まえた、コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針

　　コーポレートガバナンスの基本方針を本コーポレートガバナンス報告書および有価証券報告書に記載しております。

(3)経営陣幹部・取締役の報酬決定の方針と手続

　　取締役報酬については、役員規程において決定に関する方針を定めており、株主総会で決議された総額の限度内で、指名・報酬委員会の

　　答申を踏まえ、取締役会の決議により、取締役の個別報酬を決定することとしております。また、取締役の報酬と当社の株式価値との連動性

　　をより明確にし、取締役が株価の変動による利益・リスクを株主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献

　　する意識を高めることを目的に、株式報酬制度を導入しております。

(4)経営陣幹部の選解任と取締役・監査役候補の指名の方針と手続

　　経営陣幹部の選解任は、役員規程および執行役員規程に定める基準に基づいて、指名・報酬委員会の答申を踏まえ、取締役会で決定する

　　こととしております。取締役・監査役候補の指名に当たっては、社長が推薦し、指名・報酬委員会の答申を踏まえ取締役会で決定しておりま

　　す。ただし、監査役の候補者を提案するには、監査役会の同意を得ることとしております。

(5)上記(4)を踏まえて取締役・監査役候補の指名を行う際の、個々の選解任・指名についての説明

　　取締役候補者および監査役候補者の選任理由については、株主総会招集通知に略歴等と個々の選任理由を記載しております。

【補充原則４－１①　経営陣に対する委任の範囲】

当社では、取締役会、代表取締役、担当取締役、執行役員の権限を社内規程にて定め、これに基づき、業務執行について委任しております。

【原則４－９　独立社外取締役の独立性判断基準及び資質】

当社は、株式会社東京証券取引所の定める独立性に関する判断基準を踏まえ、独立社外取締役の選任において、幅広い知識および知見等を備
えた人財を選任しており、経営者や特定の利害関係者との関連がなく、一般株主と利益相反が生じるおそれがないことを方針としております。

【補充原則４－10①　独立した指名委員会・報酬委員会の設置、指名・報酬等の検討におけるそれら委員会の関与・助言】

当社は、取締役の指名・報酬に係る評価・決定プロセスの透明性および客観性を担保することにより、取締役会の監督機能の強化、コーポレート
ガバナンス体制の充実を図ることを目的に、取締役会の任意の諮問機関として、独立社外取締役が過半数を占める指名・報酬委員会を設置し、
取締役会の諮問に応じて、取締役の選解任に関する株主総会議案や取締役の報酬等に係る事項などを審議し、取締役会に答申しております。

【補充原則４－11①　取締役の有するスキル等の組合せ、選任に関する方針・手続きの開示】

当社の取締役会は、知識・経験・能力のバランス、女性役員等の多様性はもとより、適正規模についても検討したうえで取締役候補者を選任して
おります。現在、取締役６名のうち、他社での経営経験を有する社外取締役３名（うち女性社外取締役１名）を選任しております。各取締役のスキ
ル・マトリックスにつきましては、株主総会招集通知および有価証券報告書で開示しております。

【補充原則４－11②　取締役・監査役の兼任状況】

基本的には他の上場会社の兼任は認めてはおりませんが、他の上場会社の役員を兼務する場合は、当社において十分に責務を果たすことを前
提として、取締役会において判断を行います。

また当社は、取締役、監査役の重要な兼職の状況を、株主総会招集通知、有価証券報告書において毎年開示しております。現在、取締役および
監査役の全員は、他の上場会社の役員を兼任しておらず、職務に専念できる体制となっております。

【補充原則４－11③　取締役会全体の実効性に関する分析・評価】

当社では、年１回、取締役および監査役、執行役員の全員を対象に取締役会の実効性についてアンケートを実施し、自己評価を行っております。

当社の取締役会は毎月開催され、社外取締役の員数も含め適切な規模で運営されており、審議すべき事項については十分な審議のうえ決定が
なされていることなど、概ね取締役会の実効性が確保されていることを確認いたしました。今後とも、アンケートの分析も踏まえ、取締役会の更なる
実効性の向上に向けた取組みを行ってまいります。

なお、取締役会へは執行役員も陪席し、議案に応じて適宜、審議に参加しております。

【補充原則４－14②　取締役・監査役に対するトレーニングの方針】

当社では、取締役および監査役就任時にそれぞれの役割と責務等について研修を受講することとしており、その費用については当社の負担とし
ております。また、取締役および監査役がその役割と責務を果たすための必要な知識等を習得するにあたり、その機会設定に注力するとともに、
各役員の要請に基づくセミナー等への参加なども、全て当社の負担により実施することとしております。

【原則５－１　株主との建設的な対話に関する方針】

当社は、総合企画部をIR担当部門とし、管理部と連携を図りながら株主をはじめとするステークホルダーとの対話を進めております。一般の株主
に対しては、当社ウェブサイトにおいて適宜、IR情報・PR情報を掲載し、当社の事業環境に関する理解を深めていただけるよう努めております。機
関投資家等からの面会の申入れに対しては、担当役員が対応しております。



【資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応】

記載内容 検討状況の開示

英文開示の有無 無し

該当項目に関する説明

資本コストを意識した経営につきまして、当社のPBRに関しては一定の水準を保っているほか、中期経営計画においてROE８％以上の維持・拡大
を目指す旨公表しております。今後も資本コストや株価を意識した経営の実現に向け議論をさらに深めるとともに、具体的な目標や取組みについ
て検討してまいります。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

ハチバン取引先持株会 147,096 4.86

株式会社北陸銀行 146,746 4.85

麒麟麦酒株式会社 138,310 4.57

野村證券株式会社 106,100 3.51

日清製粉株式会社 95,100 3.14

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 84,500 2.79

三井住友信託銀行株式会社 72,200 2.39

大和産業株式会社 68,600 2.27

明治安田生命保険相互会社 51,660 1.71

後藤克治 44,000 1.45

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

―――

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 スタンダード

決算期 3 月

業種 小売業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

100人以上500人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満



４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

該当事項はありません。

Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 12 名

定款上の取締役の任期 2 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 6 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 3 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

石川正則 他の会社の出身者

橋本佳苗 他の会社の出身者

木村岳二 税理士

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他



会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

石川正則 ○ ―――

食品事業会社の経営者としての豊富な経験と
広い見識によって、独立した立場での経営の監
督と助言を行っていただけるものと判断し、社
外取締役に選任しております。

なお、当社との間に特別な利害関係はなく、一
般株主と利益相反が生じるおそれがないものと
判断し、独立役員に指定しております。

橋本佳苗 ○ ―――

人財育成に関する広範な知見があり、人財育
成コンサルティングや研修セミナーなどの活動
経験から、働き方改革に関しても貢献していた
だけると判断し、社外取締役に選任しておりま
す。

なお、当社との間に特別な利害関係はなく、一
般株主と利益相反が生じるおそれがないものと
判断し、独立役員に指定しております。

木村岳二 ○ ―――

税務・経営支援分野での豊富な実務経験に加
え、各種団体での要職を通じて高い専門性と公
的視点から経営監督機能の強化に貢献してい
ただけるものと判断し、社外取締役に選任して
おります。

なお、当社との間に特別な利害関係はなく、一
般株主と利益相反が生じるおそれがないものと
判断し、独立役員に指定しております。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員
（名）

社内取締役
（名）

社外取締役
（名）

社外有識者
（名）

その他（名）
委員長（議
長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

指名委員会 4 0 1 3 0 0
社外取
締役

報酬委員会に相当
する任意の委員会

報酬委員会 4 0 1 3 0 0
社外取
締役

補足説明

取締役の指名・報酬に係る評価・決定プロセスの透明性および客観性を担保することにより、取締役会の監督機能の強化、コーポレートガバナン
ス体制の充実を図ることを目的に、2024年４月開催の取締役会において、取締役会の任意の諮問機関として、独立社外取締役が過半数を占める
指名・報酬委員会を設置いたしました。

【指名・報酬委員会の構成】

指名・報酬委員会は取締役会の決議によって選定された３名以上の取締役で構成するものとし、その過半数を独立社外取締役とします。また、委
員長は指名・報酬委員会の決議によって選定されることとします。

【指名・報酬委員会の役割】

指名・報酬委員会は、取締役会の諮問に応じて、次の事項について審議し、取締役会に対して答申を行います。

(1)取締役の選任、解任に関する事項

(2)代表取締役の選定、解職に関する事項

(3)役付取締役の選定、解職に関する事項

(4)取締役の報酬に関する事項

(5)その他経営上の重要事項で、取締役会が諮問する事項



【監査役関係】

監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 5 名

監査役の人数 4 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査役は、会計監査人による監査に立ち会うとともに適宜連携を図り、内部統制部門を有効に機能させることを通じて適正な業務執行を図って

おります。定期的に開催される監査役会・社外役員会において、監査に関する重要事項について協議を行っております。

また、監査役は、内部監査部門所属の使用人に監査業務に必要な事項を命令することができるものとしており、監査役から監査業務に必要な命
令を受けた使用人は、その命令に関して、取締役、内部監査部門長等の指揮命令を受けないものとしております。内部監査部門は、監査結果を

社長ならびに常勤取締役、常勤監査役、執行役員に報告するほか、必要に応じて被監査部門へ改善指導を行っております。

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 3 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

左近光治 他の会社の出身者

青木隆 他の会社の出身者

吉川透 公認会計士

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他



会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

左近光治 ○ ―――

他社における豊富な知識やビジネス経験等を
当社監査体制の充実・強化に反映していただ
けるものと判断し、社外監査役に選任しており
ます。

なお、当社との間に特別な利害関係はなく、一
般株主と利益相反が生じるおそれがないものと
判断し、独立役員に指定しております。

青木隆 ○ ―――

司法警察官出身であり、過去に直接経営に関
与された経験はありませんが、金融機関の監
査部に勤務されるなど、公正に当社が社会に
おいて果たす役割を認識し、取締役の職務の
執行が妥当なものであるかどうかを監督するに
適任であると判断し、社外監査役に選任してお
ります。

なお、当社との間に特別な利害関係はなく、一
般株主と利益相反が生じるおそれがないものと
判断し、独立役員に指定しております。

吉川透 ○ ―――

大手監査法人で約16年にわたり法定監査等に
携わり、その後、上場企業の管理部門の取締
役として経営にも携わっております。また現在
は、会計事務所を開設し、経営課題解決の支
援を行っております。財務・会計の知識に加
え、上場企業経営者としての経験を活かし、取
締役の職務執行等を監督いただくと同時に、こ
れまでの幅広いビジネス経験を活かして当社
の更なる企業価値向上に協力いただけるもの
と判断し、社外監査役に選任しております。

なお、当社との間に特別な利害関係はなく、一
般株主と利益相反が生じるおそれがないものと
判断し、独立役員に指定しております。

【独立役員関係】

独立役員の人数 6 名

その他独立役員に関する事項

独立役員の資格を充たす社外役員を全て独立役員に指定しております。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

その他

該当項目に関する補足説明

取締役が株価の変動による利益・リスクを株主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めること
を目的として、取締役（社外取締役を除く）の報酬について、株式報酬制度「役員向け株式交付信託」を導入しております。



ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

有価証券報告書において、報酬の総額を開示しております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

１．基本方針

　・報酬体系は、経営方針に従い各役員が継続的かつ中長期的な業績向上へのモチベーションを高めるとともに、企業価値の増大に資するものと

　　する。

　・報酬水準は、当社の発展を担うべく人材を確保・維持できる水準とする。

　・各役員の役割や責任に応じ客観性と公正性を備えた報酬とし、以下の各方針等に従い個別報酬を決定するものとする。

２．取締役の個人別の報酬等の額または算定方法の決定に関する方針

　・基本報酬は、月例の固定報酬とし、会社の業績、役位や職責の貢献度に応じて決定する。

　・使用人兼務取締役は、使用人分給与は概ね類似する職務に従事する使用人中の相当額として加給する。

　・期末時点での業績等を勘案して、役員賞与支給総額を定時株主総会に諮り、個人別配分について取締役会に一任された場合は、代表取締役

　　社長が指名・報酬委員会の答申を踏まえ決定する。

　・2009年6月役員退職慰労金制度廃止までの在任期間に対応する退職慰労金を退任時に支給する。

３．非金銭報酬等の額もしくは数またはその算定方法の決定に関する方針

　・株価による変動による利益・リスクを株主様と共有し、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献することを目的に、常勤取締役等を対

　　象に株式報酬を支給する。

　・株式報酬は、在任している者に対し役位に応じて毎月１日にポイントを付与し、退任後に株式を交付する。

４．金銭報酬等または非金銭報酬等の額の取締役の個人別の報酬等の額に対する割合の決定方針

　・報酬等の種類ごとの比率の目安は、概ね固定報酬：賞与：株式報酬＝７：２：1とする。

５．取締役の個人別の報酬等の内容についての決定の方法

　・個人別の報酬額については、取締役会の任意の諮問機関である指名・報酬委員会の答申を踏まえ、取締役会にて決定する。また、取締役会

　　は取締役会決議をもって各取締役の報酬等の決定を代表取締役社長に一任することができる。

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

１．社外取締役への情報伝達は、総合企画部が行っております。

２．社外監査役への情報伝達は、常勤監査役から行われるほか、監査役の指示により総合企画部が行っております。



２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

当社は監査役会設置会社であり、取締役会と監査役会により業務執行の監督および監視を行っております。

（取締役会）

当社の取締役会は取締役６名（有価証券報告書提出日現在、３名が社外取締役）で構成され、当社の経営戦略・事業計画の執行に関する最高

意思決定機関として、毎月１回の定例開催に加え、必要に応じて随時開催されております。取締役会では、法令・定款に定められた事項に限定せ

ず、取締役会規程・取締役会決議事項細則に基づく幅広い決議事項・報告事項を議案とし、実質的に最高意思決定機関として機能しております。
また、その意思決定の迅速化・経営体制の充実強化の一環として、毎週初めに開催する常勤取締役および執行役員等からなる定例会議におい
て、業務執行に関しての経営課題や問題意識の共有、迅速な問題解決にあたっております。

（指名・報酬委員会）

取締役の指名・報酬に係る評価・決定プロセスの透明性および客観性を担保することにより、取締役会の監督機能の強化、コーポレートガバナン
ス体制の充実を図ることを目的に、2024年４月開催の取締役会において、取締役会の任意の諮問機関として、独立社外取締役が過半数を占める
指名・報酬委員会を設置いたしました。指名・報酬委員会は、取締役会の諮問に応じて、取締役の選解任に関する株主総会議案や取締役の報酬
等に係る事項などを審議し、取締役会に答申しております。

（監査役会）

当社の監査役会は、監査役４名（有価証券報告書提出日現在、３名が社外監査役）で構成されております。監査役は取締役会ならびにその他の
会議に出席し、取締役の業務執行を監視するとともに、時機に応じて各取締役および重要な使用人と情報交換を行い、経営課題・問題を共有する
ほか、さまざまな角度から経営をモニターし、取締役の業務執行に対して厳正に対応しております。

（内部監査室）

内部監査は、社長直轄の独立部門として「内部監査室」（人員１名）を設置しており、年間監査計画に基づき、監査役と連携して社内各部門の業務
を定期的に監査しております。

（リスク統括室）

当社では、社長直轄の独立部門として「リスク統括室」（人員１名）を設置しており、全社横断的なリスク管理体制の構築、運用および評価を統括す
るとともに、当社グループ全体の内部統制システムの構築、運用および評価を統括しております。

（会計監査人）

当社は、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく会計監査についての監査契約を太陽有限責任監査法人と締結し、監査を実施しておりま
す。なお、当社と太陽有限責任監査法人および同監査法人の業務執行社員との間には、特別な利害関係はありません。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

毎月定例開催する社外役員会（社外取締役ならびに監査役全員で構成）において、経営課題・問題について相互に情報の共有化を行うことで、社
外取締役と監査役の連携強化を図っております。

当該体制により社外取締役および監査役が必要に応じて意見の交換を行い、監査役監査、内部監査、会計監査との相互連携を図るととも

に、内部統制システムの構築・運用状況等について、監督・監査を行うなど経営監視機能を十分に備えていると考えております。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送 決算業務の早期化をはかり、招集通知の早期発送に取り組んでおります。

集中日を回避した株主総会の設定 当社の決算日は３月20日であるため、株主総会は６月中旬の開催としております。

電磁的方法による議決権の行使
インターネットを利用した議決権行使方法を、2023年開催の定時株主総会より採用してお
ります。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表
当社ウェブサイトにおいて掲載しております。

「ディスクロージャーポリシー」https://www.hachiban.co.jp/corporate/policy/

IR資料のホームページ掲載

当社ウェブサイト（https://www.hachiban.co.jp）において掲載している情報は、
決算短信（四半期を含む）、有価証券報告書、適時開示資料、中期経営計画な
どであります。

また、当社ウェブサイトにおいて英文の財務諸表を掲載しております。

「Consolidated balance sheets」

https://www.hachiban.co.jp/english/ir/financial.html

「Consolidated statements of income」

「Consolidated statements of comprehensive income」

https://www.hachiban.co.jp/english/ir/financial2.html

「Consolidated statements of cash flows」

https://www.hachiban.co.jp/english/ir/financial3.html

IRに関する部署（担当者）の設置 総合企画部をＩＲ担当部署としております。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

行動基準に各ステークホルダーの皆様の尊重について定めております。

当社の行動基準は、当社ウェブサイトにおいて掲載しております。

「ハチバン行動基準」https://www.hachiban.co.jp/corporate/policy/

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

当社は、環境問題への配慮について、食品ロス削減に向けた商品開発や店舗・工場での
省エネルギー化等の取り組みを通じて、環境負荷の低減に配慮した企業活動を心がけて
おります。また、これらの活動を、金融機関が審査・評価することを通じて促進し、持続可能
な社会の実現に貢献することを狙いとして、ポジティブ・インパクト・ファイナンスに関する契
約を締結しております。

また、「ハチバンサステナビリティ基本方針」を定め、当社ウェブサイトにおいて掲載してお
ります。

「ハチバンサステナビリティ基本方針」https://www.hachiban.co.jp/corporate/idea/

今後も当社を取り巻く状況に応じて、経営戦略や具体的な取り組み内容を適切に検討して
まいります。



その他

【人財への投資】

当社は、働きやすい環境づくりに注力し、従業員の時間外労働時間を平均20％削減、年次
有給休暇取得率向上を目標としております。その他、内部通報制度などによるコンプライア
ンス遵守、ロボット活用による作業負荷軽減など、安全で安心して働ける職場環境を作り、
人財育成基盤の整備に努めております。また、ビジネス環境の急激な変化に対応するた
め、中途採用者の登用や優秀な人財の積極的な獲得等、多様性確保に努めております。

【女性活躍推進について】

当社では男女間に処遇の差を設けず、従業員の様々な適性を見極め、適材適所な人員配
置を行うことで、個性と能力を活かした男女関係なく活躍できる職場づくりを推進しておりま
す。正規雇用女性従業員の絶対数の少なさにより、女性管理職比率を急激に上昇させる
ことは困難と言わざるを得ない状況ですが、2028年度までに20％以上とする事を目標とし
ております。

【その他】

当社は、本社工場におけるＩＳＯ２２０００や、店舗におけるＨＡＣＣＰに基づく衛生管理対策
など、品質管理の徹底と向上に努め、安全安心な製品・商品を提供します。また、地元生
産者とのコラボレーション企画（商品開発・販売）やこども応援プロジェクトでの手洗い教室
の開催などを通じて、持続可能な社会に向けた活動を推進します。

Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

内部統制システムの整備状況については、取締役会において、会社法に基づく内部統制システムの基本方針を次のとおり決議し、全社でその整
備に努めております。

１．取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

(1）取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合し、かつ社会的責任および企業倫理を果たすため、コンプライアンス・ポリシー（企

　　業行動基準）を定め、それを周知徹底させる。

(2）管理部をコンプライアンス担当部門とし、コンプライアンスの取り組みを全社横断的に統括する。内部監査部門は、管理部と連携して、コンプラ

　　イアンスの状況を監査する。

(3）コンプライアンス担当部門は、定期的にコンプライアンス・プログラムを策定し、実施する。取締役および使用人に対し、コンプライアンスに関す

　　る研修、マニュアルの作成・配布を行うこと等により、コンプライアンスの知識を高め、コンプライアンスを尊重する意識を醸成する。

(4）内部通報制度による不正行為等の早期発見、是正に努め、通報者に対して情報提供を理由とした不利益な処遇は一切行わない。

２．取締役の職務の執行にかかる情報の保存および管理に関する体制

(1）取締役の職務執行にかかる、重要な意思決定および取締役に対する報告に関する情報は、文書または電磁的媒体（以下、文書等という。）に

　　記録し、保存する。

(2）これらの文書等の作成、保存、閲覧および廃棄等は、文書管理規程その他の社内規程の定めるところに従い適切に行う。

３．損失の危機の管理に関する規程その他の体制

(1）リスク管理担当役員を置き、リスク管理を統括する部門を設置する。リスク管理担当部門は、リスク管理規程を定め、リスク管理体制の構築お

　　よび運用を行う。

(2）コンプライアンス、安全衛生、労働衛生、環境、災害、品質、情報セキュリティ、海外進出先でのカントリーリスク等、各事業部門は、それぞれの

　　部門に属するリスクの管理を行う。各事業部門の長は、定期的にリスク管理の状況を取締役会に報告する。

(3）新たに生じたリスクについては、取締役会において速やかに対応責任者および担当部門を定める。

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

(1）取締役会は、経営計画を定め、会社として達成すべき目標を明確化するとともに、取締役ごとに業績目標を明確化し、かつその評価方法を明

　　らかにするものとする。

(2）ＩＴの活用、意思決定プロセスの簡素化等により、意思決定の迅速化を図るとともに、重要な事項については、経営会議体を設置して合議制に

　　より慎重な意思決定を行う。

５．会社ならびにその親会社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

(1）グループ・コンプライアンス・ポリシーを定め、グループ全体のコンプライアンス体制の構築に努める。

(2）子会社管理の担当部署を置き、子会社管理規程を定め、子会社の状況に応じて必要な管理を行う。また、各グループ会社の経営成績、子会

　　社の取締役等の職務執行に係る事項、その他の重要な情報について、当社への定期的な報告を義務付ける。

(3）リスク管理担当部門はグループ全体のリスクの評価および管理の体制を適切に構築し、運用する。

(4）グループ内取引の公正性を保持するため、グループ内取引規程を策定する。グループ内取引については、必要に応じてコンプライアンス担当

　　部門が審査する。

６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項ならびにその使用人の取締役からの独立性

　　に関する事項

(1）監査役は、使用人に監査業務に必要な事項を命令することができるものとする。

(2）監査役から監査業務に必要な命令を受けた使用人は、その命令に関して、取締役からの指揮命令を受けないものとする。

７．当社および子会社の取締役および使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制

(1）当社および子会社の取締役および使用人は、会社に重大な損失を与える事項が発生しまたは発生するおそれがあるとき、取締役および使

　　用人による違法または不正な行為を発見したとき、その他監査役会が報告すべきものと定めた事項が生じたときは、監査役に報告する。

(2）事業部門を担当する取締役は、監査役会と協議のうえ、定期的または不定期に、担当する部門のリスク管理体制について報告するものと

　　する。



(3）監査役は、必要に応じて業務執行に関する報告、説明または関係資料の提出を当社および子会社の取締役および使用人に求めることがで

　　きる。

８．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

(1）取締役および使用人の監査役監査に対する理解を深め、監査役監査の環境を整備するよう努める。

(2）監査役会と代表取締役との間の定期的な意見交換会を設定する。

(3）監査役への報告を行った当社および子会社の取締役および使用人に対し、当該報告をしたことを理由とした不利な取扱いは行わない。

(4）監査役がその職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還等の請求をしたときは、当該監査役の職務の執行に必要でないと認めら

　　れた場合を除き、所定の手続に従い、これに応じる。

９．財務報告の信頼性を確保するための体制

当社および子会社は、財務報告の信頼性を確保するため、金融商品取引法その他の関係法令等に基づき有効かつ適切な内部統制の整備およ
び運用する体制を構築するとともに、その体制について適正に機能することを継続的に評価し、必要な是正措置を行う。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

＜反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方＞

１．暴力団排除条例に基づき、市民社会の秩序や安全に脅威を与え、企業の健全な発展を阻害する反社会的勢力に対しては、断固たる姿勢で臨

　　み、一切の関係を遮断し、不当な要求は拒絶する。

２．コンプライアンス・ポリシー（行動基準）の反社会的勢力への対応条項に基づき、社内への周知徹底と実行力のある体制整備の維持・向上に取

　　り組む。

＜反社会的勢力排除に向けた整備状況＞

１．対応統括部署及び不当要求防止責任者の設置状況

　　対応統括部署　　　 　　管理部

　　不当要求防止責任者　管理部長

２．外部の専門機関との連携状況

　　警察への通報、弁護士等への相談を機動的に行えるように、専門機関と緊密に連携し、対応できる体制を構築しております。

３．反社会的勢力に関する情報の収集・管理状況等

　　管理部に反社会的勢力に関する情報を集約し、一元的に管理する体制としております。また、行動基準に反社会的勢力との基本姿勢について

　　定め、全社員に周知するとともに、適宜、リスク管理規程、事故対策規程等に定めております。

Ⅴその他

１．買収への対応方針の導入の有無

買収への対応方針の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

該当事項はありません。

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

社外取締役（３名）および社外監査役（３名）全員と当社との人的関係、資本的関係または取引関係その他の利害関係はありません。

社外取締役および社外監査役を選任するための当社からの独立性に関しましては、株式会社東京証券取引所の定める独立性に関する判断基準
を踏まえ、幅広い知識および知見等を備えたうえで、経営者や特定の利害関係者との関連がなく、一般株主と利益相反が生じるおそれがないこと
を方針としており、社外取締役３名、社外監査役３名の社外役員全員を独立役員として同取引所に届け出ております。






